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― 通年特集 ― 森林と共に【第 10 回】

愛
真
こ
ど
も
園

平
成
29
年
度
竣
工

■
木
の
ぬ
く
も
り

　

当
施
設
は
、
柱
を
丸
太
の
状
態
で

建
て
て
い
ま
す
。
丸
太
は
、
四
角
に
製

材
さ
れ
た
木
材
の
よ
う
に
角
が
な
い
た

め
、
子
ど
も
た
ち
や
職
員
に「
優
し
さ
」

で
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
環
境
を
提
供

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
優
し
さ
が
子
ど

も
た
ち
に
家
庭
的
な
気
分
を
与
え
る
た

め
、
子
ど
も
た
ち
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

状
態
で
過
ご
せ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
木
造
施
設
と
な
り
断
熱
性
が
良

く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
特
に
冬
は
、

旧
園
舎
の
時
よ
り
服
を
１
枚
少
な
く
し

て
も
快
適
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

■
木
の
豊
か
さ

　

当
施
設
の
木
造
化
を
き
っ
か
け
に
、

保
護
者
の
方
や
地
域
の
方
の
ご
協
力
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
木
育
活
動
に

よ
り
一
層
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
手
で
木
製

の
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
を
製
作
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
木
の
魅
力
が
伝

わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
海

へ
行
っ
た
際
に
流
木
を
持
ち
帰
る
子
ど

も
が
い
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
木
が
よ
り
生
活
に
密
着
し
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

愛真こども園　園長　

白鷹町で約 30 年間保育士として活躍

山
やまもと

本 幸
さ ち こ

子さん

　　の施設につつまれての施設につつまれて

もりもり

森森林林とと共共にに

木木
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■
世
代
を
越
え
た
地
域
の
絆

　

当
施
設
は
地
元
の
十
王
区
財
産

管
理
会
の
木
材
を
利
用
し
て
建
て

た
施
設
で
す
。
植
林
を
行
っ
た
先

人
た
ち
の
想
い
を
こ
の
よ
う
な
形

で
引
き
継
げ
た
こ
と
は
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十

王
地
内
に
も
建
築
に
関
わ
っ
た
大

工
さ
ん
な
ど
の
技
術
者
も
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
植
林
を
行
っ
た

方
々
、
山
の
手
入
れ
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
、
建
築
に
携
わ
っ
た

方
々
、
そ
し
て
施
設
を
活
用
し
て

い
く
方
と
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
地

域
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
、
森
林
が
つ
な
い
で
く
れ
た
地

域
の
絆
な
の
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

■
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
図
書
館
に

　

町
の
図
書
館
に
は
、
地
域
の
課

題
解
決
や
行
政
が
住
民
の
皆
さ
ま

に
伝
え
た
い
こ
と
の
窓
口
と
し
て

の
役
割
も
あ
り
ま
す
。
施
設
が
木

に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
環
境
や

木
に
関
わ
る
歴
史
や
文
化
、
産
業

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る

と
い
う
の
も
大
き
な
意
義
が
あ
る

も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
図
書
館

と
し
て
も
企
画
展
な
ど
を
通
し
て

町
と
住
民
の
架
け
橋
と
な
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
く

よ
う
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
を
大

切
に
し
た
、
心
温
ま
る
図
書
館
に

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

十
王
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
度
竣
工

■
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ

　

木
材
で
建
て
た
温
も
り
を
感
じ

る
施
設
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
い

う
こ
と
で
地
域
の
方
々
の
拠
点
と

な
る
施
設
で
す
。
地
域
行
事
や
地

域
の
重
要
な
会
議
、
作
品
の
展
示

な
ど
多
く
の
用
途
に
使
用
さ
れ
る

施
設
で
す
。
そ
の
よ
う
な
多
く
の

人
が
集
ま
る
施
設
を
地
元
の
木
材

や
和
紙
、
紅
花
な
ど
町
外
に
誇
れ

る
産
物
を
使
っ
て
建
築
し
た
こ
と

は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
普
段
使
用

し
て
い
る
私
た
ち
も
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。

白
鷹
町
立
図
書
館

令
和
元
年
度
竣
工

■
木
の
や
す
ら
ぎ

　

木
の
香
り
が
ス
タ
ッ
フ
と
利
用

者
に「
や
す
ら
ぎ
」
を
与
え
、
気
持

ち
良
く
業
務
が
で
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
を

包
み
込
む
よ
う
な
森
の
温
か
み
を

感
じ
る
こ
と
も
施
設
の
大
き
な
特

徴
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
図
書
館
と
比
べ
て
利
用

者
数
が
増
加
し
た
要
因
の
一
つ
に

そ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
る
の
か
と

思
い
ま
す
。

白
鷹
町
十
王
在
住　

小
学
校
教
諭
を
退
職

後
、
十
王
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

鈴す

ず

き木 

和か

ず

お夫
さ
ん

青あ
お
き木 

満ま

り

こ

里
子
さ
ん

白鷹町十王在住 小学校教員を退職後令和

３年４月より白鷹町立図書館館長

令和元年には、娘である石原縁氏と共に

鈴の音童話「すばる」を出版。全国各地

の図書館で所蔵されている。

中
なかがわ

川 栄
え い こ

子さん

十
王
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
と
し
て
施
設
管
理
に
携
わ
る
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令和５年度令和５年度
白鷹町功労者表彰式白鷹町功労者表彰式

　

11
月
３
日
、
中
央
公
民

館
大
会
議
室
に
て
、
こ
れ

ま
で
地
域
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
や
各
分
野
で
多

大
な
る
ご
功
績
を
残
さ
れ

た
方
に
表
彰
状
を
お
贈
り

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
２

名
の
方
々
に
記
念
品
と
と

も
に
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
故
舩
山
義

彦
様
の
奥
様
、
泉
様
よ
り

表
彰
者
を
代
表
し
て
ご
あ

い
さ
つ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

永
年
の

功
績
を
た
た
え
て

【
地
方
自
治･

文
化
振
興
分
野
へ
の
功
労
】

　
「
白
鷹
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
」
お
よ
び
「
白
鷹
町

文
化
財
保
護
審
議
会
」
の
委
員

と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
固
定

資
産
の
評
価
に
対
す
る
納
税
者

の
信
頼
確
保
に
貢
献
さ
れ
た
と

と
も
に
、
神
職
と
し
て
の
豊
富

な
知
識
と
経
験
等
を
発
揮
さ

れ
、
多
様
な
審
議
事
項
へ
の
助

言
等
を
通
じ
て
、
町
の
文
化
財

の
保
存
や
活
用
に
関
す
る
取
り

組
み
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

故 

舩 

山 

義 

彦 

様

【
社
会
福
祉
分
野
へ
の
功
労
】

　

「
白
鷹
町
婚
活
サ
ポ
ー
ト
委

員
会
」
等
の
委
員
と
し
て
、
永

年
に
わ
た
り
、
町
内
外
に
お
い

て
結
婚
を
望
む
方
々
の
支
援
に

向
け
た
幅
広
い
取
り
組
み
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
の
副
会

長
を
歴
任
さ
れ
、
委
員
相
互
の

情
報
共
有
や
連
携
に
率
先
し
て

取
り
組
み
、
よ
り
活
動
し
や
す

い
環
境
整
備
を
推
進
す
る
な

ど
、
円
滑
な
組
織
運
営
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。

佐 

藤 

榮 
子 
様

■【ポスターの部】

・小学校の部　山形県優秀・長井地区優良　土屋　珠乃さん（荒砥小５年）

・中学校の部　長井地区最優秀　　　　　　土屋菜の葉さん（白鷹中１年）

・中学校の部　長井地区優秀　　　　　　　村上　愛海さん（白鷹中３年）

・中学校の部　長井地区優良　　　　　　　長谷川蓮季さん（白鷹中１年）

■【標語の部】

・小学生の部　長井地区最優秀　松田　蒼士さん（荒砥小６年）　「いじめはね　こころにふかい　きずをおう」

・小学生の部　長井地区佳作　　髙橋　眞代さん（東根小５年）　

・中学校の部　長井地区佳作　　菅原　理杏さん（白鷹中３年）佐藤　瑞樹さん（白鷹中３年）

　　　　　　　　　　　　　　1 髙木　月乃さん（白鷹中３年）

●山形県防犯広報作品コンクール入賞作品

各種コンテストの結果

絵
・
土
屋
珠
乃
さ
ん

　毎年、山形県防犯協会連絡会が防犯意識の高揚、犯罪の予防、少年の非行防止等を図るた　毎年、山形県防犯協会連絡会が防犯意識の高揚、犯罪の予防、少年の非行防止等を図るた

めに実施しており、町内小中学生から多くの作品（ポスター、標語）をご応募いただきました。めに実施しており、町内小中学生から多くの作品（ポスター、標語）をご応募いただきました。

犯罪や事故のない明るい社会を目指していきましょう。犯罪や事故のない明るい社会を目指していきましょう。

まちのニュース
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まちのニュース

芸
術
の
秋
を
満
喫
―
―

「
第
53
回
白
鷹
町
芸
術
祭
」
を
開
催

　

10
月
27
～
29
日
の
３
日
間
、

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ

ゆ
ー
む
を
会
場
に
第
53
回
白
鷹

町
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

音
楽
部
門
で
は
、
白
鷹
中
学

校
吹
奏
楽
部
や
荒
砥
高
校
吹
奏

楽
部
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
、
白

鷹
町
少
年
少
女
合
唱
団
の
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場
を
包
み

ま
し
た
。
特
別
公
演
で
は
白
鷹

高
等
専
修
学
校
の
生
徒
に
よ

る
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が

開
催
さ
れ
、
観
る
も
の
を
惹
き

つ
け
る
演
出
で
会
場
か
ら
は
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
演
部
門
で
は
町
内

外
か
ら
多
数
の
芸
術
団
体
が
参

加
。
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、

爽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
披
露

し
た
迫
力
あ
る
演
舞
や
美
し
い

歌
声
を
響
か
せ
た
歌
謡
ス
テ
ー

ジ
な
ど
、
会
場
は
連
日
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
公
演
の
ほ
か

に
も
、
会
場
に
は
写
真
や
書
、

絵
画
、
民
芸
品
な
ど
数
多
く
の

作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
愛

好
会
に
よ
る
茶
席
で
の
お
も
て

な
し
も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
が
白
鷹
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
芸

術
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

見
て
、
食
べ
て
、
体
験
し
て
、
町
の
産
業
が
大
集
結
―
―

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
２
３
が
開
催

　

11
月
５
日
、
白
鷹
町
ま
ち
づ

く
り
複
合
施
設
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
「
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア

２
０
２
３
」
は
、
町
内
外
か
ら

約
４
１
０
０
人
の
ご
来
場
を
い

た
だ
き
、
大
盛
況
の
１
日
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
も
、
JA
、
観

光
協
会
、
商
工
会
、
森
林
組
合
、

酪
農
協
の
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
地

元
特
産
品
を
使
っ
た
売
店
や
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
さ
れ
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
町
の
産

業
に
触
れ
合
う
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
白
鷹
獅
子
の
祭
典
と

し
て
４
つ
の
地
区
（
別
表
神
社

鮎
貝
八
幡
宮
、
八
乙
女
神
社
、

十
王
皇
大
神
社
、
諏
訪
神
社
）

の
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
迫
力
あ
る

獅
子
舞
に
、
多
く
の
方
が
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
働
く
車
も

大
集
合
し
、
高
所
作
業
車
乗
車

体
験
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
複
合

施
設
を
上
か
ら
眺
め
よ
う
と
多

く
の
家
族
連
れ
が
、
列
を
な
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
盛
り
上
が
り
を

み
せ
た
産
業
フ
ェ
ア
、
訪
れ

た
方
々
に
は
活
力
あ
ふ
れ
る

白
鷹
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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高
め
よ
う
、
地
域
の
防
災
力

令
和
５
年
度
白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　

10
月
22
日
、
東
根
小
学
校
周
辺

に
お
い
て
令
和
５
年
度
白
鷹
町
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
降
り
続
く
大
雨
と
震

度
５
弱
の
地
震
発
生
に
よ
り
、
軟

弱
化
し
た
地
盤
で
土
砂
災
害
が
発

生
し
て
い
る
と
の
想
定
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

消
防
団
や
東
根
各
地
区
の
自
主

防
災
会
、
自
衛
隊
、
東
根
小
学
校

の
児
童
な
ど
が
参
加
し
、
水
防
訓

練
や
災
害
救
助
訓
練
、
初
期
消
火

訓
練
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
や
、
今

年
か
ら
新
た
に
自
衛
隊
車
両
輸
送

支
援
訓
練
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓

練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
日
本
各
地
で
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る

災
害
に
備
え
、

参
加
者
の
皆

さ
ん
は
緊
張

感
を
持
ち
訓

練
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
等
燃
料

供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

10
月
25
日
「
災
害
時
に
お
け
る

ガ
ソ
リ
ン
等
燃
料
の
供
給
に
関
す

る
協
定
」
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

近
年
増
加
す
る
自
然
災
害
の
応

急
対
策
と
し
て
、
燃
料
等
の
供
給

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
行
政
機

関
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
や
車
両

な
ど
へ
の
燃
料
等
の
確
保
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
白
鷹
町
ス
タ
ン
ド
部
会

（
山
口
陽
一
郎
部
会
長
）
お
よ
び

白
鷹
町
油
組
合
（
松
下
茂
代
表
）

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
燃
料
の
供

給
体
制
を
確
保
し
、
災
害
対
応
や

避
難
者
の
救
援
活
動
な
ど
を
円
滑

に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

協
定
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

自
衛
官
の
募
集
等
の
広
報
活
動
に
協
力

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
隊
よ
り
本
町
に
感
謝
状
が
贈
呈

前
列
右
よ
り
、
梶
原
東
北
方
面
総
監
・

田
宮
副
町
長
　
後
列
、
小
野
山
形
地
方

協
力
本
部
長

　

９
月
24
日
、
陸
上
自
衛
隊
東

北
方
面
隊
（
梶
原
直
樹
東
北
方

面
総
監
）
よ
り
本
町
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、

こ
れ
ま
で

広
報
誌
等

を
活
用
し

て
自
衛
官

の
募
集
を

定
期
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
感

謝
状
は
、
そ
の
活
動
に
対
し
て

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

自
衛
隊
は
、
国
家
を
守
る
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
大
規
模

災
害
で
の
対
応
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
今
後

さ
ら
に
自
衛
隊
と
協
力
体
制
を

と
り
な
が
ら
、
災
害
に
備
え
て

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

右
か
ら
松
下
代
表
・
山
口
部
会
長

佐
藤
町
長
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まちのニュース

地
域
林
業
復
興
に
向
け
た
架
け
橋
と
し
て
―

２
回
目
と
な
る
記
念
植
樹
を
実
施

小
林
会
長
（
中
央
）
よ
り

意
見
書
を
受
け
取
る

　

10
月
１
日
、
白
鷹
町
中
央

公
民
館
を
会
場
に
「
白
鷹
町

環
境
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
白

鷹
大
会
で
は
、
３
歳
か
ら
70

代
ま
で
15
チ
ー
ム
約
70
名
が

参
加
し
、
荒
砥
地
区
内
を
会

場
に
し
て
、
一
定
時
間
内
に

拾
っ
た
ご
み
の
種
類
と
量
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
老
若
男

女
が
楽
し
み
な
が
ら
環
境
美

白
鷹
町
環
境
フ
ェ
ア

ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
白
鷹
大
会
＆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
特
別
講
演
を
開
催

化
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
お
よ
び
特
別
講
演
で
は
、

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協

会
（
イ
ビ
ュ
ー
サ
）
所
属
の

東
北
公
益
文
科
大
学
生
に
よ

る
庄
内
地
域
で
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
活
動
の
発
表
と
、
日

本
キ
リ
バ
ス
協
会
の
ケ
ン
タ

ロ
・
オ
ノ
氏
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「ごみ拾いはスポーツだ！！」の掛け声の後、

スポＧＯＭＩにチャレンジしました

ネ
ク
タ
イ
を
贈
る
小
松
代
表
（
左
）

受
け
取
る
佐
藤
団
長
（
右
）

佐
藤
町
長
（
中
央
）

　

10
月
14
日
に
鮎
貝
小
学
校
近

く
の
鮎
貝
教
育
の
森
に
て
「
デ

ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 
グ
ル
ー
プ 

Ｅエ

シ

ッ

ク

ス

ｔ
ｈ
ｉ
ｃ
ｓ
の
森 

記
念
植
樹
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
も

と
、
地
元
小
学
生
や
デ
ロ
イ
ト
ト
ー

マ
ツ
グ
ル
ー
プ
社
員
、
町
内
関
係
者

約
70
名
が
参
加
し
、
ス
キ
ー
場
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
斜
面
15
アール
に
、

ア
カ
マ
ツ
の
苗
木
約
２
０
０
本
が
植

え
ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
こ
れ
ま

で
、
緑
の
循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
を
実

践
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の

活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
植
樹
は
、
こ
の
取
り
組
み
に
共
感
さ
れ

た
デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

グ
ル
ー
プ
様
よ
り

植
林
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
昨
年
に
続
き
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
か
ら
は
、

植
樹
の
作
業

に
触
れ
「
楽

し

か

っ

た

」

「
立
派
な
木
に

育
っ
て
欲
し

い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

地
域
農
業
の
振
興
・
発
展
の
た
め

農
業
農
村
振
興
施
策
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

　

10
月
31
日
に
白
鷹
町
農
業

委
員
会
（
小
林
孝
次
会
長
）

よ
り
、
町
に
対
し
「
令
和
６

年
度
白
鷹
町
農
業
農
村
振
興

施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
情
勢
の
著
し
い
変
化

等
に
よ
る
農
業
用
資
材
・
飼

料
・
燃
料
等
の
価
格
高
騰
対

策
や
新
規
就
農
者
の
確
保
と

体
制
づ
く
り
に
対
す
る
要
望

や
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
に
よ
る
万
全
な
支
援

と
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
の

働
き
か
け
を
求
め
る
要
望
、

ま
た
近
年
急
激
な
増
加
を
み

せ
る
有
害
鳥
獣
対
策
支
援
な

ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
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木
材
を
身
近
に
！
持
続
可
能
な
体
験
学
習

置
賜
産
ス
ギ
材
を
使
用
し
た
イ
ス
作
り
を
実
践

　

10
月
19
日
、
愛
真
こ
ど
も
園
の

年
長
園
児
16
名
は
、
置
賜
「
地
材

地
住
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
「
置

賜
木
」
木
工
教
室
で
、
イ
ス
作
り

を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
森
や
自
然
の
大
切
さ

を
学
び
、
森
や
木
の
文
化
を
見
つ

め
直
す
「
や
ま
が
た
木
育
」
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
は
、
長
井
白
鷹
建
設
組

合
（
松
木
文
典
組
合
長
）
の
組
合

員
の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
イ
ス
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
、
一
つ
一
つ
の
木
材
を
組
み
立

て
、
見
事
に
５
脚
の
イ
ス
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
木
工
を
通
し
て

木
の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
な
が
ら
、

木
で
物
を
作
る
楽
し
さ
を
実
感
し

た
様
子
で
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る

イ
ス
を
一
か
ら
作
り
上
げ
た
達
成

感
と
、
木
材
を
身
近
に
感
じ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
の
栄
光
を
た
た
え
て

令
和
５
年
度
白
鷹
町
成
績
優
秀
者
激
励
金
の
交
付

激
励
金
を
受
け
取
る

阿
部
さ
ん
（
右
）・
後
藤
さ
ん
（
左
）

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
果
た

さ
れ
た
方
々
に
、
町
よ
り
激

励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
交
付
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
成
績
優
秀
者
の
方
で

す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
を
胸
に
、
消
防
活
動
へ
邁
進

紅
花
染
め
の
ネ
ク
タ
イ
を
町
消
防
団
へ
寄
贈

　

11
月
６
日
、
町
内
十
王
地
区
の

小
松
織
物
工
房（
小
松
寛
幸
代
表
）

よ
り
、
町
消
防
団
（
佐
藤
貴
光
団

長
）
へ
、
紅
花
染
め
の
ネ
ク
タ
イ

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
町
内
産

の
紅
花
で
染
色
さ
れ
た
生
糸
を
使

用
し
、
深
み
の
あ
る
赤
一
色
に
仕

上
げ
ら
れ
た
ネ
ク
タ
イ
は
、
副
分

団
長
以
上
の
20
人
分
が
用
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
小
松
代
表
よ
り

「
今
後
の
消
防
活
動
に
邁
進
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
佐
藤
団

長
は
「
新
た
な
気
持
ち
で
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
。
大
切
に
使
用
し

次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
」
と

感
謝
し
、
佐
藤
町
長
は
「
町
の
シ

ン
ボ
ル
を
使
用
し
て
、
素
晴
ら
し

い
逸
品
を
製
作
い
た
だ
い
た
。
自

信
を
持
っ
て
消
防
活
動
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

ネ
ク
タ
イ
を
贈
る
小
松
代
表
（
左
）

受
け
取
る
佐
藤
団
長
（
右
）

佐
藤
町
長
（
中
央
）

上段：氏名（所属）

下段：大会名

・阿部潤平 ( 荒砥小学校５年 )

第 47回全国道場少年剣道選手権大会

・後藤理久（九里学園高等学校３年）

特別国民体育大会燃ゆる感動かごしま国体

（300 ㍍障害・4× 400 ㍍リレー）
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まちのニュース

第
65
回
西
置
賜
地
区
駅
伝
競
走
大
会

白
鷹
チ
ー
ム
僅
差
の
準
優
勝

　

昨
年
度
よ
り
休
館
と
な
っ
て

い
た
「
の
ど
か
村
」
で
、
11
月

４
日
よ
り
ラ
ン
チ
営
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
７
月
よ
り
の
ど
か

村
の
施
設
の
指
定
管
理
者
と

な
っ
た
深
山
区
で
、
地
区
民
が

ス
タ
ッ
フ
と
な
る
「
の
ど
か
村

運
営
委
員
会
」
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
は
「
み
や
ま
の
郷
御

膳
（
限
定
15
食
）」
と
「
み
や

ま
の
郷
定
食
」
の
２
種
が
提
供

さ
れ
、
先
代
の
お
か
あ
さ
ん
た

ち
の
味
も
引
き
継
ぎ
つ
つ
新
し

ラ
ン
チ
営
業
が
始
ま
り
ま
し
た

い
き
い
き
深
山
郷
「
の
ど
か
村
」
が
再
オ
ー
プ
ン

い
メ
ニ
ュ
ー
で

再
オ
ー
プ
ン
し

て
い
ま
す
。
今

後
は
準
備
が
整

い
次
第
、
新
蕎

麦
も
提
供
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

11
月
４
日
、
西
置
賜
１
市
３
町
の

各
チ
ー
ム
が
襷
を
つ
な
ぐ
西
置
賜
地

区
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
国
町
か
ら
白
鷹
町
を
つ
な
ぐ
、

９
区
間
、
総
距
離
32
・
１
キロ
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
区
の
丸
川
香
帆
選
手
が
ト
ッ

プ
で
襷
を
つ
な
ぎ
、
途
中
飯
豊
チ
ー

ム
の
追
い
上
げ
を
受
け
る
も
白
鷹

チ
ー
ム
は
ト
ッ
プ
で
通
過
、
２
位
と

９
秒
差
を
つ
け
４
区
（
小
国
）
を
終

え
ま
し
た
。
第
５
区
か
ら
は
、
高
校

生
以
上
男
子
が
中
心
と
な
る
区
間

で
、
飯
豊
中
学
校
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　

過
去
大
会
で
も
活
躍
を
見
せ
た
金

子
凛
音
選
手
や
今
年
度
か
ら
チ
ー
ム
入
り
し

た
堀
内
郁
哉
選
手
を
は
じ
め
、
白
鷹
チ
ー
ム

の
全
選
手
が
力
強
い
走
り
を
見
せ
ま
し
た

が
、
飯
豊
チ
ー
ム
の
厚
い
選
手
層
に
徐
々
に

差
を
広
げ
ら
れ
、
27
秒
差
の
２
位
で
の
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
駅
伝
の
後
か
ら
小
形
一
美
監
督
を
中
心

に
、
選
手
の
招
集
や
チ
ー
ム
作
り
を
進
め
、

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
一

丸
と
な
っ
て
臨
ん
だ
４
年
ぶ
り
の
大
会
で
し

た
。
連
覇
は
な
ら
ず
と
も
、
小
学
生
か
ら
社

会
人
ま
で
幅
広
い
世
代
で
素
晴
ら
し
い
走
り

を
見
せ
て
く
れ
た
白
鷹
チ
ー
ム
の
選
手
の
皆

さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
―

生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会
を
開
催

　

11
月
１
日
、
健
康
づ
く
り
推

進
員
協
議
会
40
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
新
野
医
院 

副
院
長

の
新
野
哲
也
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
生
活
習
慣
病
予
防

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
年
増
加
し
て
い
る
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
、「
健
康
長

寿
の
た
め
に 

～
大
切
な
生
活

習
慣
と
は
～
」
と
題
し
、
食
生

活
の
改
善
や
運
動
の
推
進
な
ど

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
今
か
ら
誰
で

も
取
り
組
め
る
事
例
な
ど
か

ら
、
自
身
の
生
活
習
慣
を
見
直

す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

【区間賞を獲得した白鷹町選手】

１区　丸川香帆（鮎貝小）　　４区　井上雅弥 (荒砥小 )

５区　金子凛音（白鷹中）　　７区　堀内郁哉（白鷹町役場）

営
業
日　

金
・
土
・
日
・
月

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
お
電
話
に

て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

☎
85-

０
３
８
０
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【問い合わせ】白鷹町教育委員会☎85-6147

　　リフトの利用券について　　

◆シーズン券◆シーズン券

【販売期間】【販売期間】

・ 12月14日 （木） ～ 21・ 12月14日 （木） ～ 21日（木）…白鷹町教育委員会（生日（木）…白鷹町教育委員会（生

　涯スポーツ係）　涯スポーツ係）

・・1212月月2222日（金）以降…スキー場リフト管理棟（営業可能日（金）以降…スキー場リフト管理棟（営業可能

　な期間）または白鷹町教育委員会（降雪状況によって営業　な期間）または白鷹町教育委員会（降雪状況によって営業

　できない期間）　できない期間）

【持参いただくもの】【持参いただくもの】

　シーズン券の料金、顔写真（縦　シーズン券の料金、顔写真（縦2.5cm2.5cm ×横×横２cm２cm））

※顔写真がないとシーズン券を発行できません。必ず持参く※顔写真がないとシーズン券を発行できません。必ず持参く

　ださい。　ださい。

【受付時間】【受付時間】

・白鷹町教育委員会：午前８時・白鷹町教育委員会：午前８時3030分～午後５時（平日のみ）分～午後５時（平日のみ）

・スキー場リフト管理棟：スキー場営業時間内・スキー場リフト管理棟：スキー場営業時間内

◆学校の授業、スポーツ少年団の活動にシーズン券は使えま◆学校の授業、スポーツ少年団の活動にシーズン券は使えま

　せん。　せん。

◆シーズン券は、他人に貸したり譲ったりできません。◆シーズン券は、他人に貸したり譲ったりできません。

◆シーズン券は、ナイターでも使用できます。◆シーズン券は、ナイターでも使用できます。

◆団体割引を利用する場合は、あらかじめ教育委員会の許可◆団体割引を利用する場合は、あらかじめ教育委員会の許可

　を受けてください。（詳しくはお問い合わせください。）　を受けてください。（詳しくはお問い合わせください。）

★毎月第３日曜日は、小学生までリフトが無料になります。★毎月第３日曜日は、小学生までリフトが無料になります。

　リフト乗り場で「スキー子どもの日無料パス」を発行し　リフト乗り場で「スキー子どもの日無料パス」を発行し

　ますので、身に付けてご利用ください。　ますので、身に付けてご利用ください。

　　スキー場の利用について　　

◆ゲレンデや駐車場では、事故防止のためパトロール員や係◆ゲレンデや駐車場では、事故防止のためパトロール員や係

　員の指示に従ってください。けがや事故のときは、パトロ　員の指示に従ってください。けがや事故のときは、パトロ

　ール員や係員に連絡してください。　ール員や係員に連絡してください。

◆スキー、スノーボードには必ず流れ止めをつけてください。◆スキー、スノーボードには必ず流れ止めをつけてください。

◆ポールを利用するときは、リフト管理人の指示に従ってく◆ポールを利用するときは、リフト管理人の指示に従ってく

　ださい。　ださい。

◆ナイタースキーを児童や生徒が利用するときは、保護者ま◆ナイタースキーを児童や生徒が利用するときは、保護者ま

　たはそれに代わる人が同伴してください。　たはそれに代わる人が同伴してください。

◆ナイタースキーでは許可団体以外はポールやコース設定が◆ナイタースキーでは許可団体以外はポールやコース設定が

　できません。　できません。

◆ごみはお持ち帰りください。◆ごみはお持ち帰りください。

【営 業 時 間】

▽午前９時～午後４時 30 分（土・日・祝日は午後５時）

▽午後５時 30 分～午後９時（ナイター）

※期間および営業時間は積雪状況により変わることがあります。

※２月 11 日（日）は白鷹町スキー大会のため、一般の方

　の利用は午後２時からになります。

白鷹町営スキー場　ＯＰＥＮ
令和５年 12 月 22 日　　 ～　令和６年３月 10 日金 日

　　 広報しらたか   2023. 1111

　　料金について

・１・１回券回券、４時間券、、４時間券、１日券はナイター使用１日券はナイター使用がができません。できません。

・・シーズン券はナイターシーズン券はナイターもも使用使用できますできます。。

・・リフトに乗車するすべてのリフトに乗車するすべての方方よりリフト料金をいただきます。よりリフト料金をいただきます。

　　（幼児・（幼児・お年寄りについても同様ですお年寄りについても同様です。。））

※子ども※子どもは小学生以下です。は小学生以下です。

リフト券
料　　金

大　人 子ども

１回券 １５０円 １５０円

４時間券 １，５００円 １，０００円

１日券 ２，２００円 １，５００円

ナイタ―券 １，２００円 ８００円

料　　金

小学生以下 中学生 高校生以上

１０，０００円 １３，０００円 ２０，０００円

《シーズン券》



■■  

第
６
次
白
鷹
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
に
係
る

　
 

「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
実
施
に
つ
い
て

●
対
象
者　

無
作
為
に
抽
出
し
た
18

歳
以
上
の
方
（
約
４
０
０
０
名
）

●
実
施
方
法　

対
象
と
な
ら
れ
た
方

に
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
い
た

し
ま
す
（
12
月
上
旬
頃
）。
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ

さ
い
。

●
期
限　

１
月
15
日
（
月
）
ま
で
投

函
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３

●
目
的　

　

現
在
、
第
６
次
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
に
基
づ
き
、「
人
、
そ
し
て
地

域
が
つ
な
が
り　

輝
き
続
け
る　

潤

い
の
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
７
年
度
か
ら
令

和
11
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
後
期

基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
今
後
の
施
策
へ
反

映
す
る
た
め
、「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

冬期間は

　水道の検針を

　　　　　休みます
【問い合わせ】

　上下水道課業務係　☎85-6137

　１月～４月までは、積雪によりメーター検針が困難なため、

検針を行いません。

　水道料金・下水道使用料は、12 月請求分（11 月の使用

水量）と同額を請求し、検針再開の来年５月に精算させて

いただきます。

　冬期間の使用水量が 11 月の使用水量と大幅に変動するこ

とが予想される場合は、上下水道課までご相談ください。

○水道管の凍結や漏水事故にご注意ください
　例年、12 月から３月にかけ水道管の凍結事故が

急増します。水道管が凍結すると、水が使えなく

なるだけでなく、破損による漏水で修理費用を要

したり、水道料金が高額となる場合があります。

○水道管の凍結 ・漏水事故を予防するためには

・「不凍水抜栓」を完全に閉め切り、蛇口を全開に

して水抜きをしましょう。

・冬期間使用しない施設は閉栓手続きを行いましょ

う。開栓・閉栓の手数料はそれぞれ 1000 円です。

（※事前申し込みが必要。実施希望日の３日前まで。）

○もし、 水道管が破損したら…
　漏水が発生した場合は、直ちにメーターボック

ス内のバルブを閉め、水が止まったことを確認し

て町指定給水装置工事事業者にご相談ください。

修理代は自己負担となります。

○○漏水の確認方法について漏水の確認方法について
　自宅内の蛇口をすべて閉め、水道メーターを確

認してください。銀色のパイロットマークまたは

１リットル針が動いている場合は、どこかで漏水

している可能性がありますので、町指定給水装置

工事事業者へご相談ください。

■■  

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
へ

　

 

税
申
告
用
認
定
書
に
つ
い
て

■■  

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

人
権
相
談
委
員
が
、
夫
婦
・
家
族
間

の
い
ざ
こ
ざ
、
高
齢
者
・
子
ど
も
の
虐

待
、
相
続
問
題
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
女
性
の
場
合
は
、
女
性
相
談
委
員
が

　

相
談
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
い
つ　
　

12
月
６
日
（
水
）

　

午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

会
議
室
Ａ
・
Ｂ

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１
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町からのお知らせ



◆冬期間のごみ集積所の除雪についてのお願い

　ごみ集積所は、その集積所を利用する地域の皆さんで管理いただくものであり、ごみ集積所の周りの

除雪は、地域の皆さんで行っていただくことが原則です。

　特に道路から離れている場合、集積所の前に多くの雪があると収集業者が

入れず、出されたごみを回収できないことがあります。これから雪の降る時

期となります。地域の皆さまにはお手数をおかけしますが、ごみのスムーズ

な回収にご協力ください。

■■  

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
へ

　
 

税
申
告
用
認
定
書
に
つ
い
て

　

所
得
税
お
よ
び
町
県
民
税
の
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
提
出
す
る

「
障
害
者
控
除
」
お
よ
び
「
特
別
障
害

者
控
除
」
用
の
認
定
書
を
交
付
し
ま

す
。

　

認
定
書
は
、
令
和
５
年
分
の
所
得

税
、
令
和
６
年
度
分
の
住
民
税
の
申

告
に
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

●
対
象　

昭
和
34
年
１
月
１
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
令
和
５
年
12

　

月
31
日
現
在
（
令
和
５
年
中
に
亡

　

く
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
亡
く

　

な
ら
れ
た
日
現
在
）
要
介
護
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
お
り
、
障

が
い
程
度
が
一
定
以
上
の
方
。

※
認
定
基
準
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は

　

介
護
保
険
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

　

記
載
し
て
い
ま
す
。
）

※
障
害
者
手
帳
な
ど
で
控
除
を
受
け

　

ら
れ
る
方
は
、
申
請
の
必
要
が
あ

　

り
ま
せ
ん
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
86

－

０
２
１
３

■■  

マ
イ
マ
イ
ガ
の
駆
除
に
つ
い
て

　

近
年
、
マ
イ
マ
イ
ガ
の
発
生
報
告
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
マ
イ
マ
イ
ガ

の
幼
虫
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
草
木
の
葉
や

農
作
物
等
を
食
害
し
ま
す
。
大
量
発
生

を
抑
制
す
る
た
め
に
は
９
月
か
ら
翌
３

月
頃
ま
で
の
「
卵

ら
ん
か
い塊

」
の
時
期
で
の
駆

除
が
最
も
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
の
壁
面
な
ど
に
卵
が
産
み
つ
け

ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

発
見
し
た
場
合
は
駆
除
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
駆
除
方
法　

▼
卵
塊
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
半
分

に
切
っ
た
も
の
や
、
塵
取
り
な
ど
の

先
の
平
ら
な
も
の
で
壁
な
ど
か
ら
剝

が
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
作
業
の
際
は
、
手
袋
、
ゴ
ー
グ
ル
、

マ
ス
ク
等
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

燃えるごみの出し方についてのお願い

【お問い合わせ】　白鷹町衛生組合連合会（事務局：町民課くらし環境係　☎85-6131）

　生ごみ、残飯を燃えるごみとして出すときは、水気をよく切りましょう。水分の多い可燃ごみが見受けら

れる場合があり、水気が多いと、集積所やごみ収集車が汚れ、その掃除に時間が取られ、収集に支障をきた

します。できる限りコンポスターなどを使い土壌還元を図りましょう。

白鷹町衛生組
合連合会より

～ごみ集積所を、地域の皆さんで気持ちよく利用できるよう、ごみの出し方や管理に
ついて引き続きご理解とご協力をお願いいたします～

　　 広報しらたか   2023. 1113

町からのお知らせ



■■  

空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

　

空
き
家
の
管
理
に
お
困
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
白
鷹
町
で
は
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を
締
結
し
、

空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容

建
物
・
敷
地
確
認
（
外
側
か
ら
目
視

点
検
）
、
機
械
草
刈
、
庭
木
剪
定 

等

【
問
い
合
わ
せ
】

公
益
財
団
法
人　

長
井
・
西
置
賜
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
84

－

４
５
３
５

建
設
課
都
市
・
住
宅
係

☎
85

－

６
１
４
０

【
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

■■  

各
地
区
で
「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
町
の

課
長
な
ど
が
各
地
区
に
お
伺
い
し
、

「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

町
民
の
方
々
の
意
見
を
町
政
運
営

に
反
映
し
て
い
く
た
め
、
地
域
の
課

題
や
町
政
全
般
に
つ
い
て
直
接
町
民

の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

男
女
年
齢
問
わ
ず
、
お
気
軽
に
参

加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課

情
報
係

☎
85

－

６
１
２
１

●各地区の開催日時

日　程 会　場 時　間

11月20日（月）鷹山地区コミュニティセンター

午後７時

～

８時30分

12月４日（月）鮎貝地区コミュニティセンター

12月５日（火）十王地区コミュニティセンター

12月11日（月）荒砥地区コミュニティセンター

12月14日（木）東根地区コミュニティセンター

12月21日（木）蚕桑地区コミュニティセンター

【問い合わせ】 町民課戸籍年金係　☎85-6129

マイナンバーカードについてお知らせマイナンバーカードについてお知らせ

受取はがきが届いたけれど、受取はがきが届いたけれど、

　　　　　　　平日窓口にお越しになれない方はいませんか？　　　　　　　平日窓口にお越しになれない方はいませんか？

マイナンバーカードの申請をしませんか？マイナンバーカードの申請をしませんか？

　町民課窓口で随時受付しています。窓口に来ることが困難な方は、町民課戸籍年金係にご

連絡いただきますとご自宅にお伺いし、マイナンバーカ－ド申請のお手伝いをいたします。

※申請の時に写真を無料でお撮りいたします。　

※申請に要する時間は約 15 分です。

　出来上がったマイナンバーカ－ドは簡易書留で自宅へ郵送します。

下記の日程で日曜日に役場窓口を開庁します。来庁の際は事前予約が必要です。

・期日：11 月 26 日（日）　・　12 月 24 日（日）

・時間：午前９時～ 11 時 30 分
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◆用途地域とは
　用途地域とは、土地利用に関する基本的な事項を定めたものです。建築できる建物の種類、用途を制限し、

用途に応じて 13 地域（白鷹町では 10 地域）に分けられており、計画的な街づくりを行い、良好な市街地の

形成と、住居・商業施設・工業施設などの適正な配置へ誘導しようとするものです。

用途地域の見直し（案）について

◆見直し箇所
　今回見直しを行う地域は荒砥地区（東部工業団地）で、準工業地域と工業専用地域が混在していることから、

現状の土地利用形態に即した用途地域へ見直しを行うものです。（下記の白鷹町用途地域見直し素案図参照）

工業専用地域→準工業地域

準工業地域→工業専用地域

◆今後のスケジュール
　都市計画決定・告示までのスケジュールは次のとおりです。

素
案
説
明
会
の
開
催

（
11
月
29
日
（
水
））

見
直
し
案
作
成

都
市
計
画
法
第
17
条
に

基
づ
く
都
市
計
画
案
の

縦
覧

白
鷹
町
都
市
計
画
審
議

会
に
付
議

都
市
計
画
決
定
・
告
示

(

令
和
６
年
２
月
頃)

◆住民説明会について
　用途地域見直し素案の説明会を下記の日程で開催します。

　日時…11 月 29 日（水）　 午後７時から　　　　場所…白鷹町中央公民館　大会議室

【問い合わせ先】　白鷹町建設課　都市・住宅係　　☎ 85-6140
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た
め
、
後
方
に
位
置
す
る
場
合
は
十
分

な
距
離
を
と
り
、
安
全
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
車
両
に
よ
る
作
業
中

の
除
雪
車
の
無
理
な
追
い
越
し
も
危
険

で
す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

 

間
口
の
雪
塊
除
去
に

  
 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
車
が
通
る
と
、
雪
押
し
板
脇
か

ら
雪
塊
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
極
力
こ
ぼ
さ

な
い
よ
う
運
転
手
も
努
め
て
い
ま
す

が
、
１
０
０
％
雪
塊
を
残
さ
な
い
除
雪

は
不
可
能
で
す
。
大
型
重
機
の
た
め
小

回
り
が
利
か
ず
、
時
間
が
か
か
る
だ
け

で
な
く
事
故
の
危
険
も
増
え
ま
す
。
間

口
の
除
雪
残
り
の
除
去
に
つ
い
て
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

障
害
物
の
除
去
に

　

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高
さ
４

㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い
る
と
除
雪

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
降
雪

前
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。　

な
お
、
道
路
付
近
の
民

有
地
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル

な
ど
も
除
雪
車
で
壊
し
た
り
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
除
雪
前
に
目
印

（
棒
の
先
に
赤
い
布
な
ど
の
目
印
を
つ

　

 

道
路
に
雪
は

   

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

「
消
雪
道
路
だ
か
ら
…
」「
車
が
通
れ

ば
消
え
る
か
ら
…
」
「
家
に
は
雪
を
捨

て
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
…
」
と
い
う

理
由
で
道
路
上
に
宅
内
の
雪
を
出
す
方

が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
変
危
険
で
す
。

　

消
雪
散
水
は
降
雪
時
の
み
で
、
雪
が

や
め
ば
止
ま
り
ま
す
。
道
路
に
雪
を
出

さ
れ
る
こ
と
で
、
路
面
の
凍
結
、
路
面

の
凸
凹
、
融
雪
時
の
ザ
ケ
の
原
因
と
な

り
、
交
通
事
故
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ

い
。

  

冬期間の交通確保のため
除雪作業にご協力ください！

　まもなく雪が降る季節となります。町では、安心・安全な冬期間交通を確

保するため、11 月から来年３月まで除雪作業を行います。今年度も円滑に

除雪作業を行うため、次の内容のご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】建設課維持係　☎ 85-1819

　  

側
溝
に
雪
を

　

 

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

町
内
に
投
雪
で
き
る
側
溝
は
数
カ
所

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
の
側
溝
で
は
、

投
雪
し
て
も
水
が
少
な
く
、
低
温
の
た

め
雪
は
消
え
な
い
ば
か
り
か
詰
ま
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
投
雪
箇
所

付
近
で
は
な
く
、
下
流
で
詰
ま
る
と
別

の
地
域
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

過
去
に
床
上
浸
水
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
の
で
、絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

　

 

屋
根
の
雪
は
各
自
で

   

排
除
し
て
く
だ
さ
い

　

毎
年
、「
雪
下
ろ
し
を
し
た
か
ら
」「
屋

根
の
雪
が
道
に
落
ち
た
か
ら
」
除
雪
に

来
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま

す
。
原
則
、
雪
下
ろ
し
の
後
始
末
、
道

路
へ
の
落
雪
の
始
末
は
建
物
の
所
有
者

が
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

除
雪
車
に
は
近
づ
か

   

な
い
で
く
だ
さ
い

　　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の
は
大

変
危
険
で
す
。
除
雪
車
は
急
に
止
ま
っ

た
り
、
曲
が
っ
た
り
、
バ
ッ
ク
し
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
除
雪
車
が
周

囲
の
状
況
に
気
づ
か
な
い
場
合
も
あ
る

安
心
・
安
全
な

安
心
・
安
全
な

    
冬冬
を
過
ご
す
た
め
に

を
過
ご
す
た
め
に
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け
る
）
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

近
年
、
目
印
設
置
が
多
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
除
雪
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

箇
所
が
あ
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪

が
遂
行
で
き
る
よ
う
、
節
度
あ
る
目
印

設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

 

雪
押
し
場
に
つ
い
て

 

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
に
お
い
て
、
路
肩
が
狭
い
道
路

で
は
、
近
隣
の
畑
や
田
、
空
き
地
な
ど

の
私
有
地
に
雪
を
押
さ
せ
て
い
た
だ
い

担
が
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
各
地

域
に
お
い
て
も
除
雪
が
困
難
な
ご
家
庭

に
配
慮
い
た
だ
き
、
近
所
の
方
に
よ
る

除
雪
作
業
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　   

要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 　

除
雪
に
つ
い
て
、
地
域
的
な
要
望
・

問
題
点
は
個
人
ご
と
で
は
な
く
、
お
手

数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
区
長
、
町
内

長
が
集
約
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。
押
し
場
所
が
な
い
と
時
間

の
ロ
ス
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
効
率
的

な
除
雪
、
地
域
道
路
の
交
通
確
保
の
た

め
、
雪
押
し
場
所
と
し
て
提
供
い
た
だ

け
る
場
所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
建
設

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

地
域
で
の
ご
協
力
を

　

 

お
願
い
し
ま
す

　　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢

夫
婦
世
帯
な
ど
は
、
雪
に
か
か
わ
る
負

＊ 町道除雪実施基準

　町内の各所に観測点を設け、道路上降雪深が 10cm を超えた

場合に除雪作業を開始します。なお、11 月・12 月の降雪直

後と３月の融雪時期にあっては気象状況に応じて路上降雪深を

15cm とします。

　また、除雪作業中に融雪等によって積雪深が基準未満になっ

た場合、宅地の切れ目等、きりの良い地点で作業を終了する場

合があります。

＊ 効率的な除雪作業に向けて

　町では「除雪車運行管理システム」を導入し除雪を行ってい

ます。

　除雪車にスマートフォンを取り付け、GPS 機能により除雪

車の現在地と走行経路を確認しながら効率的な除雪作業を推進

するほか、問い合わせや要望に対して迅速な連絡対応を図りま

す。あわせて、ロータリ除雪車による幅出しを強化し、車道幅

の確保に努めます。

＊ 雪捨て場のご案内

　今年度の雪捨て場は、昨年度同様、最上川白鷹大橋下流鮎貝

地区側を予定しております。なお、一般車輌・工事車輌と譲

り合いの上、事故には十分ご注意ください。　

●利用期間　令和５年12月１日（金）～令和６年３月31日（日）

●利用時間　午前８時～午後５時

皆さまにお知らせ

R5 雪捨て場
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社会保険料（国民年金保険料）控除証明書

　国民年金保険料は所得税法および地方税法によ

り、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納め

た場合と同じく社会保険料控除としてその年の課

税所得から控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、令和５年１月１日か

ら12月31日まで納められた保険料の全額です。

過去の年度分や追納された保険料も含まれます。

また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配

偶者やお子様など）の負担すべき国民年金保険

料を支払っている場合、その保険料も合わせて

控除が受けられます。

　なお、令和５年１月１日から 12 月 31 日ま

でに納付した国民年金保険料について、社会保

険料控除を受けるためには、年末調整や確定申

告を行うときに社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書または領収証書など保険料を支払っ

たことを証明する書類の添付が必要になりま

す。

納めた国民年金保険料は全額が

社会保険料控除の対象です。

年金相談や請求のお手続きのときは、
ぜひご予約をお願いします。
　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金

相談や年金請求手続きについて「事前予約」を

行っています。待ち時間の少ない「予約相談」を、

ぜひご利用ください。

米沢年金事務所
＜米沢市金池５-４-８（米沢市役所付近）＞

●年金相談予約受付番号　☎0570-05-4890

●通常の問い合わせ

　米沢年金事務所　お客様相談室

　☎ 0238-22-4220　
●受付時間　
　平日午前８時 30 分～午後５時 15 分

●時間延長　
　毎週月曜日（祝日の場合は翌開所日）

　午後５時 15 分～午後７時

●週末相談（事前予約をお願いします）

　第２土曜日　午前 10 時 00 分～午後４時

※申し込みの際は、「基礎年金番号」「相談者氏

　名」「電話番号」「相談内容」などを確認させ

　ていただきます。

　今年度の白鷹会場の移動相談は、 令和５年 12 月

20 日 ( 水 ) と令和６年３月 21 日 ( 木 ) の２回です。

お申込みは、 町民課戸籍年金係

　　　　　（☎ 85-6129） までお願いします。

税法によりとても有利

になっている国民年金

は、老後はもちろん不

慮の事故など万一のと

きにも心強い味方とな

る制度です。保険料は

納め忘れのないようき

ちんと納めましょう。

令和５年１月１日
から

10 月２日までの間に
国民年金保険料を

納められた方⇒
10 月下旬から 11 月上旬

にかけて順次発送

令和５年 10 月３日
から

12 月 31 日までの間に
今年初めて国民年金保険料を

納められた方⇒

翌年の２月上旬発送

●発行時期

国民年金
からのお知らせ
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年末調整・税の申告の準備はお早めに
　年末調整の時期が近づいてきました。来年２月には

所得税や住民税の申告受付も始まります。これらに必

要な書類の中には、発行に時間がかかるものもありま

すので、準備は早めに済ませておきましょう。

［会社に勤めている方へ］
■配偶者控除・配偶者特別控除について

　給与所得者の合計所得金額が1,000万円以下の方

の配偶者で、合計所得金額が48万円以下の方は配偶

者控除の、合計所得金額が48万円超133万円以下の

方は配偶者特別控除の対象となります。

　合計所得金額が１，０００万円超の方の配偶者で、合

計所得金額が48万円以下の方は同一生計配偶者とし

て扶養の人数に含まれます。

※配偶者控除・配偶者特別控除の適用を受けるには、

　「給与所得者の配偶者控除等申告書」を事業主に提

　出する必要があります。

■扶養親族の確認をしましょう

　控除の対象となる扶養親族は、16歳以上（令和５

年12月31日現在）で年間の所得金額が48万円以下

の方です。扶養につける方の所得を確認し、年末まで

にその人数が変わる場合は勤務先に提出済みの「給与

所得者の扶養控除申告書」を訂正してください。

税務出納課からのお知らせ￥

▽▽16歳未満の扶養親族の「給与所得者の扶養控除申告

　書」への記載について

　16歳未満の扶養親族がいる方については、「給与所

　得者の扶養控除申告書」の「住民税に関する事項」

　欄に扶養親族の氏名等を記入してください。住民税

　の計算上、記入漏れがあると税額が正しく計算され

　ない場合がありますのでご留意ください。また、各

　種助成・手当等の算定にも利用することがあります。

▽▽同じ人を２人で扶養親族とすることはできません　
　子ども１人を両親のそれぞれが扶養につけるなど、

　重複することのないようご注意ください。

［控除証明書を準備しましょう］
　以下の保険料控除を受ける場合は、証明書等を添付

しなければなりません。お早めにご準備ください。

・生命保険料控除　・地震保険料控除

・小規模企業共済等掛金控除（個人型確定拠出年金含む）

・社会保険料控除（社会保険料、国民年金保険料、　

国民健康保険税等の領収書【※１】参照）

「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

右
記
期
間
は「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
て
、
国
税
庁
が
中
心
と
な
り
、

全
国
各
地
で
「
税
」
に
関
す
る
行
事

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民

の
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
国
民
の
税
務
行
政
へ
の
信
頼
を

高
め
、
申
告
納
税
制
度
の
更
な
る
定

着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

西
置
賜
租
税
教
育
推
進
協
議
会
で

は
、
税
の
意
義
や
役
割
の
ほ
か
、
税

務
行
政
の
現
状
を
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
年
間
を
通
じ
て
小
・

中
・
高
校
生
を
対
象
に
「
租
税
教
室
」

を
実
施
し
て
お
り
、『
税
を
考
え
る

週
間
』
に
合
わ
せ
て
税
に
関
す
る
作

文
や
絵
ハ
ガ
キ
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
30
日
（
木
）
ま
で
、
図
書
館

内
に「
税
を
考
え
る
週
間
」コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

町の申告相談会場にて
医療費控除の申告を予定されている方へ

　医療費控除の適用を受けるには、医療費控除の明

細書の添付が必要になります。

　各医療保険者から発行された「医療費通知」やお

手元にある領収書等を整理していただき、あらかじ

め明細書を作成いただいた上で申告相談においでく

ださい。（医療費控除の明細書の作成代行は行って

いません。）

　医療費控除の明細書の様式は、令和６年１月の町

報等と一緒に配布します。

【問い合わせ】税務出納課町民税係　☎85-6132

　１年間（令和５年１月～ 12 月）の社会保険料（国民

健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料）の支

払金額がわかる「納付確認書」を次の方法で無料交付し

ます。必要な方は早めの手続きをお願いします。

①役場に来庁し申請する。

②郵便請求を利用される方は、収納係までお問い合わせ

　ください。

【問い合わせ】税務出納課収納係　

　　　　　　 ☎ 85-6106

【※１】
　　国民健康保険税等の「領収書」について

11
月
11
日
（
土
）
～
17
日
（
金
）

【問い合わせ】税務出納課収納係☎ 85-6106
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国民健康保険だより
【問い合わせ】町民課国保医療係　

　　　　　 　☎ 85-6130

◆産前産後期間の国保税が免除されます
　令和６年１月から、出産する国保被保険者の国保税の『所得割・均等割』が、産前産後

期間の４か月分（多胎妊娠の場合は６か月分）免除されます。

　詳しくは、町のホームページをご覧ください。

　（国民健康保険税のページに記載しております。）

◆医療費通知（年間分）をお送りします
　国民健康保険に加入されている方に、令和４年 11 月から令和５年 10 月診療分までの

年間の医療機関受診の状況や、医療費負担の状況をご確認いただける「国民健康保険の医

療費のお知らせ」をお送りします。

　このお知らせは、確定申告時の医療費控除の添付書類としても利用できますので医療費

控除を申告される予定の方はなくさないように大切に保管しておいてください。

　令和５年分の医療費控除は、令和５年の１月から 12 月までに支払った医療費の負担が

対象になりますが、医療費通知（年間分）には、

令和５年 10 月診療分までしか記載されません。

令和５年 11 月、12 月支払い分については医療機

関から発行される領収書により確認し、医療費通

知に記載された医療費負担額に加算していただく

必要があります。

　医療費通知（年間分）は、令和６年１月下旬の

発送を予定しております。

◆国民健康保険の届出の一部をオンラインでも受け付けています
　マイナンバーカードをお持ちの方で、署名用電子証明の発行を受けている方の国民健康

保険の次の届出は、オンラインでも受け付けています。

１． 国民健康保険の加入の届出
２． 国民健康保険の脱退の届出
３． 国民健康保険被保険者証等の再交付申請

※国民健康保険の届出ができるのは、本人、世帯主、同一世帯員の方のため、委任状が必要な代理人　

　の方は、オンライン申請の利用はできません。

　オンライン申請手続サイトへは、右の二次元コードを
読み取っていただくか、町のホームページから手続サイ
トへアクセスできます。
　オンライン手続の操作方法は、町のホームページに掲
載しておりますので、そちらをご覧ください。
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地域包括支援センター ℡86-0112

　年齢を重ねて、たとえ認知症になっても地域で安心して過ごしていくために

は、地域の見守り・支え合いがとても大切です。

　一人でも多くの方が、認知症について正しく理解し、認知症の方が住み慣れ

た地域で安心して住み続けられる白鷹町を目指していきます。

あなたも『あなたも『認知症サポーター』認知症サポーター』
になりませんか？になりませんか？

「地域での見守り・支え合いの活動」が広がっています！
～山峡紅の里チームオレンジの活動紹介～

■町内には、９月末現在で 2354 名の「認知症サポーター」がいます。

・「認知症サポーター」は認知症について正しく理解し、認知症の方や家族を地域で温かく見守っている応

援者です。何か特別なことをするのではなく、関わり方を周りの人に伝えたり、困っている方に声をかけた

りなど自分のできる範囲で活動をしています。

■「認知症サポーター養成講座」を受講することでサポーターになることができます。

・毎年、小学５年生、中学２年生に受講いただいています。

・企業や地域の方など、お仕事や活動の中でのサポーターも求められてきています。

■受講修了者にはオレンジリングを差し上げます。

・オレンジリングには、認知症の方を応援するという意味が込められています。

チームオレンジとは

　認知症サポーターがチームを組み、認知症の方や家族に対する生活面の早期からの支援等（見守り、話

し相手、困りごとのお手伝いなど）を行う取り組みをいいます。

　一定の要件を満たす必要はありますが、認知症サポーター養成講座を受けたのち、ステップアップ講座

を受講し、チームオレンジとして活動することができます。

認知症サポーター養成・ステップアップ講座のご依頼は地域包括支援センター係まで

　地域包括支援センター係では、上記の講座を開催しています。講座は、それぞれ１時間 30 分程度で

す。少人数でも構いません。講座の依頼はもちろん、活動に興味がある方は、地域包括支援センター係（☎

86-0112）までお問い合わせください。

　十王地区では、地域福祉の充実を図るため、昨年度、地区の方が中心

となって話し合いを重ね、福祉分野の行動計画である「十王地区福祉活

性化プラン」を策定しました。

　その中で、見守り・支え合いのさらなる推進を図るため、７名の方が

認知症サポーターとなり、「山峡紅の里チームオレンジ」を設立し、地区の中で見守り活動を行ってきました。

　この 10 月からは、認知症サロンと地域食堂を組み合わせた地区の新しい集いの場として「十王オレンジカ

フェ」が始動。初日となった 10 月 12 日には、約 17 名が参加し、デマンドタクシーについて町職員と情報

交換を行ったあと、みんなで芋煮を食べました。参加者の方からは、「集まる機会が減っていたので、みんな

と話ができてうれしい」「こういう会があるならまた来てみたい」などの声が寄せられました。

　十王オレンジカフェは、毎月第２木曜日に 11 時から十王地区コミュニ

ティセンターで開催中です。認知症の方に限らず誰もが参加でき、食事

やお茶をしながら、参加者同士で会話を楽しむことのできる、地区での

見守り・支え合いの拠点が増えました。詳細は十王地区コミュニティセ

ンター（☎ 85-2102）へお問い合わせください。
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第２次白鷹町健康増進計画  元気ニコニコしらたか21
vol.116The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21　vol.116

さらに 11 月は「さらに 11 月は「乳幼児突然死症候群対策強化月間」乳幼児突然死症候群対策強化月間」です。です。
乳幼児突然死症候群とは…何の予兆や既往歴もないまま、睡眠中に乳幼児が死に至る原因のわからない病気です。

予防する３つのポイント
ポイント１：1 歳になるまでは、寝かせる時はあおむけに寝かせましょう【医学上の理由でうつぶせ寝を　

　　　　　　勧められている場合以外は、お子さんの顔が見えるあおむけに寝かせましょう。】

ポイント２：できるだけ母乳で育てましょう【母乳育児はお子さんにとっていろいろな点でよいことがあ　

　　　　　　ります。母乳で育てられているお子さんの方が発症率が低いということがわかっています。】

ポイント３：たばこをやめましょう

　　　　　　【たばこは大きな危険因子です。妊婦さんやお子さんのそばでの喫煙はやめましょう。】

毎年 11 月に「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」を実施します毎年 11 月に「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」を実施します

子ども家庭総合支援拠点（健康福祉課子育て支援係）☎ 86-0212
子育て世代包括支援センター（健康福祉課健康推進係）☎ 86-0210

児童虐待は社会全体でかかわり、解決していく問題です児童虐待は社会全体でかかわり、解決していく問題です
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『 マンガ日本の古典　吾妻鏡  』　上・中・下    竹宮　恵子 /著（中公文庫）

《おすすめ図書》

◎白鷹町立図書館　　☎ 87-0217

◎開館時間 ： 午前９時～午後７時

◎休館日 ： 毎月第２ ・ 第４木曜日

　　　　　　　　  12月は14日・28日

◎年末年始休館日 ：

 　　　　　12/29( 金 ) ～ 1/3( 水 )

《新着図書》

新着図書 著　　者 新着図書 著　　  者

ショート・セール 楡　周平 14 歳からの映画ガイド （ＹＡ） 朝井リョウ　ほか

ミドルノート 朝比奈　あすか ぬまの 100 かいだてのいえ（絵本） いわい　としお

ゆる金継ぎ 藤野　佳菜子 わたしのせかい（絵本） まつもと　きよ

( 掲載しているのは新着図書の一部です）

行こう！行こう！図書館に図書館に

《イベント》

　昨年のＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」を毎週欠かさず視聴しました。脚本を担当した三谷

幸喜氏が、鎌倉幕府によって編纂された『吾妻鏡』を読んで脚本を書いた、ということを後に耳に

し、無性に『吾妻鏡』が読んでみたくなりました。しかし、活字本はハードルが高そう、と思って

いたところ、町立図書館の書棚でこの本に出会いました。読み進めていくうちに、ドラマのシー

ンが思い出され、上・中・下巻とも、楽しく読み進めることができました。

（白鷹町社会教育委員　丸川　和久）

ＥＥnglish おはなしの会nglish おはなしの会

〈日時〉12 月 15 日（金）午後６時～６時 40 分

〈場所〉中央公民館　ミーティングコーナー

〈日時〉12 月２日（土）午前 10 時～ 10 時 30 分

〈場所〉中央公民館　ミーティングコーナー

郷土資料講座

　　鮎貝あれ？これ？
◆日時 ：12 月 17 日（日）

　　　　　　　　午後１時 30 分～３時

◆場所 ：中央公民館　大会議室　

◆講師 ：佐藤　健一氏　  

◆対象 ：興味のある方どなたでも

★申し込みは 12 月 15 日（金）まで

　　　　　　町立図書館に☎ 87-0217

読書カフェ（大人の読書会）
～本を介して楽しいひと時～

◆日時：12 月３日（日）　午前 10 時～ 11 時 30 分

◆場所：中央公民館　大会議室　  

◆対象：興味のある方どなたでも

◆定員：20 名

◆持ち物 :・紹介する本１～３冊、なくてもＯＫ　

　　　　  ・飲み物代 50 円・持参してもＯＫ

★申し込みは 12 月１日（金）まで

　　　　　　　　　　　町立図書館に☎ 87-0217

話を聞くだけでも話を聞くだけでも
ＯＫＯＫですよですよ
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　町報川柳町報川柳　― 聞聞 ――　　 

次回「星」十一月二十四日まで／「宮」十二月二十五日まで（※作品には、ふりがなを振ってください）次回「星」十一月二十四日まで／「宮」十二月二十五日まで（※作品には、ふりがなを振ってください）

白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

白鷹町大字十王

　　　　　2558 番地 1

☎ 88-7160

開館日 ： 金 ・ 土 ・ 日

時　間 ： ９時～ 17 時

み
ん
な
で

つ
む
ぐ

物　

語

白鷹町の民具 × 農具ミュージック

　白鷹町文化交流センターあゆーむを会場に、共同展示を行います。

　本資料館で昨年度収蔵した笠松のお棺（出棺の時に使用した御神輿状

の民具）を中心に白鷹の昔の生活についてご紹介いたします。

　同時に、「農具ミュージック」という使われなくなった民具を新たに

｢ 楽器 ｣ として再生した展示も行います。唐
と う み

箕や座
ざ ぐ

繰り器
き

、足踏み脱穀

機などが音楽を奏でる仕掛けとなっています。また、「音楽水車プロジェ

クト」代表の岡淳さんが白鷹・長井の民具で新たに楽器を作ってくださ

いました。楽器として生まれ変わった民具をぜひご覧ください。

期間：12 月９日（土）～令和６年１月 14 日（日）

展示場所：白鷹町文化交流センターあゆーむ

※詳細はあゆーむ通信（広報 34 ページ）を

　ご覧ください。

共催　白鷹町文化交流センターあゆーむ

　　　白鷹町歴史民俗資料館　あゆみしる

写真：笠松地区のお棺
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日 曜日 料 理 名

１ 水
山形県産米Ｗコッペパン , 牛乳 , 鶏肉のチーズパン粉焼き ,
カラフルサラダ ,パンプキンスープ

２ 木 麺の日：五目うどん ,牛乳 ,多彩パオズ , 磯香和え

６ 月
ごはん , 牛乳 , さば醤油麹漬 , 里芋のそぼろあん , もやしと
豆麩のみそ汁 ,アセロラゼリー（中学のみ）

７ 火 ごはん ,牛乳 ,酢豚 ,3 色ごま和え ,にら玉のみそ汁

８ 水
食パン,牛乳,スパゲッティナポリタン,りんご入りサラダ,
コーン入り野菜スープ

９ 木
ごはん,牛乳,肉じゃが,小松菜とツナの辛し和え,豆腐スー
プ ,お魚ふりかけ（中学のみ）

10 金
蚕桑小学校リクエスト給食：ポークカレー , 牛乳 , ハンバーグ
ケチャップソース ,シャインマスカット入りフルーツポンチ

13 月
ごはん , 牛乳 , さんま紅葉煮 , 炒めビーフン , 厚揚げのみそ
汁 ,チーズ（中学のみ）

14 火
ごはん , 牛乳 , 鶏と根菜の平つくね , 小松菜のおかか和え ,
どさんこ汁 ,白鷹産大豆の納豆

15 水
山形県産米Ｗコッペパン , 牛乳 , 野菜カレーコロッケ , キャ
ベツとコーンのごまドレサラダ ,ミネストローネ

16 木 肉どんぶり ,牛乳 ,もやしとハムの辛子和え , さつま芋汁

17 金
蚕桑小学校バイキング給食：ごはん , 牛乳 , ひじき入り厚焼き玉
子 ,マカロニサラダ ,なめこのみそ汁 ,山形県産生乳ヨーグルト

20 月
ごはん , 牛乳 , ハムチーズフライ , 枝豆入りひじき煮 , 小松
菜のみそ汁

21 火
ごはん , 牛乳 , ぶりの西京焼き , 白菜のとろみ炒め , かぶと
打ち豆のみそ汁

22 水
食パン,牛乳,大豆とごぼうのメンチカツ,カミカミサラダ,
米粉の豆乳シチュー ,スライスチーズ（中学のみ）

24 金
ごはん , 牛乳 , 鶏肉のごまだれかけ , 大豆の五目みそ炒め ,
玉ねぎと厚揚げのみそ汁 ,白鷹のりんご

27 月
ごはん,牛乳,アジ磯辺フライ,切り干し大根のソース炒め,
緑黄色野菜のみそ汁 ,みかんゼリー（中学のみ）

28 火
おにぎりの日：つや姫塩おにぎり , 牛乳 , 肉団子 , 白鷹のお
みづけ ,豆腐のみそ汁

29 水
コッペパン,牛乳,鶏肉のレモン漬け,コールスローサラダ,
コンソメスープ

30 木
ごはん , 牛乳 , 豆腐ハンバーグのきのこあんかけ , 五目きん
ぴら ,じゃがいもと玉葱のみそ汁 ,バナナ (中学のみ）

給食に思いを込めて――

11月の予定献立表
ちょうりじょうゆうびん

　今年は、異常気象で雨が少なくいつまでも猛暑が続

き大変な夏となりましたが、給食では、夏の暑さにも

負けずにすくすくと育った新米に切り替わる季節とな

りました。

　毎年、この時期に「おにぎり給食」を実施していま

す。いつも食べている米は、町内産の「はえぬき一等

米」ですが、この日は、つや姫を山形県からの補助を

受けて使用します。

　お米本来のおいしさを味わってもらうため、シンプ

ルな塩おにぎりを提供します。当日は調理師さんたち

が、1,000 個を超えるおにぎりを、ひとつひとつ心を

込めて握ります。

　いつも食べているはえぬきとの違いなどを確かめな

がら、味わって食べてほしいと思います。

－おらほの食材－　
米・こまつな・キャベツ・ねぎ・ごぼう・りんご・セロリ・
かぼちゃ・さつまいも・大根・白菜・大豆・生姜・打ち豆・
シャインマスカット・おみ漬け・かぶ・じゃが芋・みそ・
にんにく・納豆など

※この他、毎日牛乳が１本付きます。　 
※材料の都合により、献立を変更する場合があります。 
※児童・生徒のご家庭には事前に配布しています。また、町の
　HP にも掲載していますのでそちらもあわせてご覧ください。 
※材料調整や手配の都合上、この時期の掲載となります。
　ご了承ください。　

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

荒高祭　４年ぶりの一般公開荒高祭　４年ぶりの一般公開

荒高掲示板  

・荒高祭を開催
・子育て学習を実施

　10 月 20 日（金）と 21 日（土）に荒高祭が行われました。土曜日

は４年ぶりに一般公開が行われ、保護者や地域の方々、約 110 名の来

場をいただきました。ありがとうございました。

模擬店の様子（３年生企画）

 「にこポート」で子育て学習 「にこポート」で子育て学習

　「子どもの発達と保育」の授業で、子供たちと保護者の協力を得て、

子育て体験をしました。子供たちの笑顔に大きなパワーをもらいました。

お祭り（縁日）（１年生企画）
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［ 中央公民館展示案内 ］

●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）

※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、

　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日

　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。

●受付時間　午前９時～午後５時

日 月 火 水 木 金 土

① ２

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ９

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 16

⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ 23

㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ 29 30

31

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

12 月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

　１階町民ラウンジで展示しています。

《書道コーナー》
【期間】10 月１日から

　　　　　　　　11 月 30 日まで

　　　熊谷裕渓 さん（荒砥）

　　　樋口清華 さん（鮎貝）　

　　　遠藤梅啓 さん ( 東根 )

《ふくしのてんじかい》
（町内福祉関連事業所パネル展示）

【期間】11 月９日から

　　　　　　 　　　24 日まで

書
・
熊
谷
裕
渓

●主な動静

月　日 行　　事　　名

10月１日 白鷹山激励交流会及び化粧回し贈呈式

10月２日

町長訓示

教育委員辞令交付

選挙管理委員及び補充員当選証書付与式

置賜地域道路整備促進大会

10月３日 ベトナム ・ナムディン日本語文化学院視察来町対応

10月４日 朝日 ・白鷹両町連絡協議会

10月５日 高岡地区敬老会

10月６日 重要事業要望 （東京都）

10月７日 荒砥高校同窓会関東支部総会 （東京都）

10月８日
白鷹町誕生６９周年記念地区対抗駅伝競走大会

（仮称） 国道 121 号 （米沢～喜多方間） 高規格
道路整備実現同盟会設立総会

10月 10日
鮎貝八幡宮例大祭

西置賜行政組合議会初顔合わせ

10月 11日
( 一社 ) やまがたアルカディア観光局来庁

町森林 ・林業視察及び意見交換

10月 12日 教育委員中央研修 （東京都）

10月 14日 デロイトトーマツグループ Ethics の森記念植樹

月　日 行　　事　　名

10月 15日
東陽の里まつり 「伝統文化の祭典」

白鷹若柳会　舞ＬＩＶＥ

10月 17日 令和６年度予算編成方針打合せ

10月 18日 定例課長会

10月20日
西置賜行政組合定例会

森林 ・林業関係事業打合せ

10月 21日 蚕桑小学校創立１００周年記念式典

10月22日 白鷹町総合防災訓練

10月23日 スクールバス安全祈願祭

10月24日 島根県奥出雲町議会総務経済常任委員会行政視察研修対応

10月25日

災害時燃料供給協定締結式

山形県町村会総会

山形県知事との意見交換会

10月26日 みなと森と水サミット２０２３ （東京都）

10月27日 手をつなぐ育成会役員との懇談

10月28日 読書感想文コンクール表彰式 ・白鷹町芸術祭開会式

10月29日 深山地区敬老会

10月30日 山形県市町村政連絡協議会

10月 31日 白鷹町振興審議会

1 0 月 の「町長交際費」と「町長の主な動静」 問  総務課総務係　☎85-6120

●町長交際費　（　）内は開催日

支出日 区分 支出額 内　　　容

10月４日 御祝 10,000円
荒砥高校同窓会関東支部
総会 ・懇親会 （10/7）

10月４日 香典 5,000 円 職員親族弔慰金 （9/29）

10月 10日 香典 5,000 円 職員親族弔慰金（10/8）

10月 16日 献酒 3,260 円 鮎貝八幡宮例大祭 （10/10）

支出日 区分 支出額 内　　　　容

10月25日 贈答品 5,800 円 町の特産PR

10月25日 贈答品 3,000 円 町の特産PR

10月25日 贈答品 8,700 円 町の特産PR

10月27日 香典 10,000 円 元職員弔慰金 （10/24）

計 50,760円
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合
わ
せ
】

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

事
務
局
施
設
課

☎
０
２
３
８

－

26

－

７
４
８
８

  

給
油
中
は
離
れ
な
い
で
！

 

油
流
出
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

冬
は
暖
房
機
器
を
使
う
機
会
が
増

え
ま
す
。
一
般
家
庭
や
事
業
所
に
お

い
て
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
か
ら

灯
油
な
ど
の
油
類
が
漏
れ
出
し
、
河

川
な
ど
に
流
れ
出
す
事
故
が
毎
年
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
多
く

が
給
油
中
に
離
れ
る
な
ど
の
人
為
的

ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
申
込
受
付　

令
和
６
年
２
月
18
日

（
日
）
ま
で

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
も
可
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会

法
人
本
部
事
務
課

☎
85

－

１
５
１
１

　
　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　

競
争
入
札
参
加
登
録

　
　

申
請
の
受
付
に
つ
い
て

●
受
付
内
容

【
１
】
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
（
追
加
申

請
）

▼
受
付
期
間　

令
和
６
年
２
月
１
日

（
木
）
～
年
２
月
20
日
（
火
）

▼
有
効
期
限　

令
和
５
・
６
年
度

【
２
】
物
品
納
入
・
役
務
提
供
（
追

加
申
請
）

▼
受
付
期
間　

令
和
６
年
１
月
15
日

（
月
）
～
年
２
月
５
日
（
月
）

▼
有
効
期
限　

令
和
５
・
６
・
７
年

度※
右
記
期
間
の
う
ち
、
土
曜
日
、
日

　

  nformation
　　　　　インフォメーション

情 報アラカルト

白鷹町役場　☎８５-２１１１

　
　

美
し
い
山
形
ク
リ
ー
ン

　
　

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

【
大
平
山
の
道
路
を
き
れ
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
せ
ん
か
】

●
い
つ　

11
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

※
活
動
時
間
は
１
時
間
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

●
集
合
場
所　

パ
レ
ス
松
風　

パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
近
く
の
駐
車
場

●
持
ち
物　

ゴ
ミ
ば
さ
み
、
飲
み
物
、

長
靴

●
主
催　

美
し
い
山
形
・
最
上
川
フ

ォ
ー
ラ
ム

【
問
い
合
わ
せ
】

美
ロ
ー
ド
３
４
８
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表　

熊
坂

☎
０
７
０

－

５
６
２
６

－

３
２
６
３

 

令
和
６
年
度
採
用
の
白
鷹
福
祉
会  

 

職
員
を
追
加
募
集
し
ま
す

●
募
集
内
容

▼
介
護
員
及
び
支
援
員　

５
名
程
度

▼
看
護
員　

２
名

●
応
募
資
格

【
介
護
員
及
び
支
援
員
】

・
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

方
（
見
込
み
も
含
む
）

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

【
看
護
員
】

・
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
資
格
を

有
し
て
い
る
方
（
見
込
み
も
含
む
）

・
昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

【
全
職
種
共
通
の
応
募
資
格
】

・
普
通
自
動
車
第
一
種
運
転
免
許
を

有
し
て
い
る
方
（
見
込
み
も
含
む
）

●
試
験
日　

令
和
６
年
２
月
ま
で
随

時
実
施

●
試
験
内
容　

作
文
、
面
接
（
経
歴

等
に
応
じ
て
面
接
の
み
の
場
合
あ

り
）

●
原
因
者
が
費
用
負
担

　

事
故
を
起
こ
す
と
、
水
や
土
壌
の

環
境
汚
染
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

油
の
撤
去
に
費
用
が
か
か
り
ま
す

（
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
設
置
、
吸
着
マ

ッ
ト
に
よ
る
吸
い
取
り
、
汚
染
さ
れ

た
土
の
処
分
な
ど
）。

　

こ
れ
ら
の
費
用
は
、
事
故
を
起
こ

し
た
原
因
者
が
責
任
を
持
っ
て
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
心
掛
け

①
そ
の
場
を
離
れ
な
い
（
給
油
時
は

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
終
わ
っ
た
ら
し

っ
か
り
元
栓
を
閉
め
る
）

②
配
管
場
所
に
は
目
印
を
（
除
雪
に

よ
る
配
管
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
）

③
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
へ
の
落
雪

に
注
意

④
定
期
点
検
の
実
施
（
配
管
等
に
腐

食
や
亀
裂
が
な
い
か
、
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
が
倒
れ
る
恐
れ
は
な
い
か
）

⑤
防
油
堤
の
設
置
（
万
一
に
備
え

る
）

※
油
流
出
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
白
鷹
町
町
民
課
ま
た
は

消
防
白
鷹
分
署
（
☎
85

－

５
２
４

２
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

子育てサポート
企業認定

えるぼし認定
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フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　　

い
た
だ
い
た
け
れ
ど
必
要
な
い
、

食
べ
き
れ
な
い
な
ど
、
も
っ
た
い
な

い
食
品
が
あ
れ
ば
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

に
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　
　

11
月
29
日
（
水
）　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
ラ
ウ
ン
ジ

●
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
対
象
食
品　

▼
未
開
封
で
、
包
装
が
破
損
し
て
い

　

な
い
も
の

▼
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

　

１
ヶ
月
以
上
あ
る
も
の

▼
常
温
保
存
で
き
る
も
の

▼
商
品
説
明
が
日
本
語
表
記
の
も
の

〈
具
体
例
〉
缶
詰
、
ビ
ン
詰
、
乾
物
、

調
味
料
（
醤
油
、
み
そ
、
砂
糖
、
食

用
油
な
ど
）
、
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
、
お

米
、
乾
麺

※
食
材
の
他
、
未
使
用
の
タ
オ
ル
、

手
ぬ
ぐ
い
が
あ
れ
ば
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
な
な
い
ろ
の
会
、
町
内
学
校
に

て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
食
材
支
援
先

▼
な
な
い
ろ
の
会
（
地
域
食
堂
）

【
問
い
合
わ
せ
】

ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員
会
代
表　

加
藤

☎
０
９
０

－

４
０
４
６

－

０
８
９
６

　

～
ふ
だ
ふ
だ
市
２
０
２
３
冬
～

　
　

を
開
催
し
ま
す

　　

８
月
に
続
き
、
第
２
弾
は
ク
リ
ス

マ
ス
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
！

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
あ
り
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も

や
っ
て
き
ま
す
。

　

第
２
弾
も
地
元
の
皆
さ
ま
の
力
を

お
借
り
し
て
、
う
ま
く
て
、
お
も
し

ゃ
く
て
、
め
ん
ご
い
も
の
を
、“
ふ
だ

ふ
だ
”
集
め
ま
し
た
！

　

お
友
達
を
誘
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

　
　

河
川
の
支
障
木
を

　
　

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

山
形
県
で
は
、
河
川
管
理
上
支
障

と
な
る
樹
木
の
伐
採
協
力
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

現
場
条
件
に
よ
り
、
支
障
木
の
伐

採
・
利
用
に
つ
い
て
、
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。（
県
の
基
準
に
よ

る
）

　

伐
採
箇
所
・
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
細
は
、
山
形
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
組
織
で
探
す
／
置
賜
総
合
支
庁
／

建
設
部 

西
置
賜
河
川
砂
防
課
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

自
ら
支
障
木
を
伐
採
・

利
用
す
る
方
（
団
体
・
企
業
・
個
人

等
）

●
対
象
河
川　

荒
川
（
小
国
町
大
字

越
中
里
地
内
）

●
申
込
期
限　

11
月
13
日
（
月
）
～

11
月
24
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
総
合
支
庁
建
設
部
西
置
賜
河
川

砂
防
課
工
事
・
維
持
調
査
担
当

☎
88

－

８
２
３
４

●
い
つ　
　

12
月
10
日
（
日
）　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
を
盛
り
上
げ
よ
う
実
行
委
員
会

Instagram

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Shirataka
-am

cm
.2023
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長
井
税
務
署
か
ら
の

　
　

お
知
ら
せ

【
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

　

会
及
び
登
録
申
請
相
談
会
】

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対

象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
及
び
登
録
申
請
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
説
明
会
等
は
、
事
前
予
約

制
に
よ
り
、
定
員
（
15
名
）
に
な
り

次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

●
い
つ　

①
11
月
28
日

（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

②
11
月
28
日

（
火
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時

※
①
は
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り

た
い
方
向
け
の
説
明
会
で
す
。

※
会
場
駐
車
場
は
、
利
用
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
の
交
通

機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ど
こ
で　

長
井
税
務
署　

会
議
室

　

長
井
市
四
ツ
谷
１

－

７

－

15

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

長
井
税
務
署　

調
査
部
門

☎
84

－

１
８
１
０
（
代
表
）

※
音
声
案
内
「
２
番
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

荒砥駅内紅の里 SHOP ギャラリー企画展

【問い合わせ】
（一社）白鷹町観光協会
☎86-0086

「しらたかの四季 写真展」
　

　しらたかの四季カレンダー写真と応募写真の一部
を展示。また紅花写真コンテスト入賞作品も展示い
たします。
　春夏秋冬さまざまな表情を魅せる白鷹町の風景を
ご堪能ください。

期間：12 月２日 ( 土 ) ～ 12 月 24 日 ( 日 )

場所：荒砥駅内【紅の里 SHOP】 ギャラリー

時間：午前 10 時

　　　　～午後４時

　　

月 火 水 木 金 土

なないろ にじ なないろ にじ なないろ

11/13 14 15 16 17 18

アップ （UP) 体操教室
200 円

百歳体操と茶話会
200 円

なないろ食堂
大人 300 円
子ども　無料

20 21 22 23 24 25

うたって免疫力アップ
300 円

レクリエーションと茶話会
200 円

休み
（勤労感謝の日）

百歳体操とおにぎり会食
300 円

27 28 29 30 12/ １ ２

モルック
200 円

レクリエーションと茶話会
200 円

アップ （UP) 体操教室
200 円

百歳体操と茶話会
200 円

しらたかの味
500 円

４ ５ ６ ７ ８ ９

うたって免疫力アップ
300 円

うたって免疫力アップ
300 円

アップ （UP) 体操教室
200 円

百歳体操と茶話会
200 円

11 12 13 14 15 16

手芸
200 円 + 実費

レクリエーションと茶話会
200 円

アップ （UP) 体操教室
200 円

●「つどいの場なないろ」、「つどいの場にじ」について

　・ボランティア団体「支えあう地域づくり なないろの会」が運営す

　　るつどいの場で、町の介護予防事業として位置づけしています。

　・65 歳以上の方であればどなたでも参加できます。予約不要です。

●開催場所／開催時間

　なないろ：荒砥乙 327 番地の３／毎週月・木曜日 午前 10 時～ 12 時

　にじ：鮎貝 2833 番地１／毎週火・金曜日　午前 10 時～ 12 時

●問い合わせ

　支えあう地域づくり　なないろの会　☎ 080-1815-3289

　「なないろ食堂」を開催します

　・子どもから高齢者の方まで、どなたでもお越しいただけます。

　・時間は午前 11 時 30 分～午後 1時 30 分です。

　おすすめ事業のご紹介 ～ 12月２日 しらたかの味～

　冬の味覚を皆さんで楽しく味わってみませんか。

　場所はなないろで、11 時 30 分からです。

～身近な居場所で健康づくりと仲間づくりをしませんか～

　白鷹町介護予防事業「つどいの場にじ」・「つどいの場なないろ」カレンダー　白鷹町介護予防事業「つどいの場にじ」・「つどいの場なないろ」カレンダー

のどかカフェ開催日のお知らせのどかカフェ開催日のお知らせ
　認知症のかたやご家族をはじめ地域のかた

等、誰もが気軽に参加できる場「のどかカ

フェ」。お茶をしながら参加者同士の会話を

楽しんでいます。ひとりで抱え込まないで、

気分転換しませんか。

○来月の開催日　※予約不要です。

　12 月 20 日（水）午後２時～３時 30 分

○所在地

　荒砥甲 373 番地の８（ちょぼらの家）

○問い合わせ

　白鷹町地域包括支援センター係 ☎ 86-0112

2024 年「しらたかの四季」カレンダー表紙

撮影：小松敏和 氏 ( 鮎貝 )
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 12月 の子育てページ

つぶやき

よつばこども園

こども俳句「さつまいもほり」

●母子健康手帳の交付

　お母さんとお子さんの健康を守るために、妊婦さん

全員に交付しています。随時交付しますが、保健師が

留守の場合がありますので、事前に電話などでご連絡

ください。

※妊娠届出書に個人番号（マイナンバー）の記入と本

　人確認が必要になります。届出時は、下記の①、②

　いずれかをお持ちください。

①個人番号カード

②個人番号通知カードと妊婦本人の確認ができるもの

（運転免許証、パスポートなど）

場　所：健康福祉センター

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

　「おおきくなーれ」とおまじないをかけて苗を植
えた５月から季節が進み、いよいよ収穫の時期が
やってきました。暑さに負けず、立派に成長した葉
やつるを目の前にした子どもたちからワクワク感が
伝わってきます。長－いつるや、でっかいおいもに
驚きと喜びいっぱいのさつまいもほりでした。

「 さつまいも　みんなでほった　でっかいの 」

「 ともだちと　つるをひっぱる　おいもほり 」

「 でかいいも　やっとほれたよ　ともだちと 」

「 おいもほり　おおきなおいも　つなひきだ 」

●すくすく発達相談会（要予約）

　子どもの発達発育に詳しい専門家（公認心理師）に

よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

会　場：健康福祉センター

※ご希望の方は予約が必要になりますので、担当まで

　ご連絡ください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

21日
（木）

午前９時～ 12 時
（一人１時間程度）

幼児からおおむね 12
歳までの児童とその保
護者

期日 健診 対象児

６日
（水）

３カ月児 令和５年７月 12 日～８月生まれ

９カ月児 令和５年１月 12 日～２月生まれ

13 日
（水）

２ 歳 児
歯 科

令和３年３月～５月生まれ

21 日
（木）

３ 歳 児 令和２年５月 21 日～７月５日生まれ

●乳幼児健診

会場：子育て支援センター「にこぽーと」
受付時間：個別にご案内します。

持ち物：母子健康手帳、バスタオル、交換用オムツ、

　　　　問診票、その他お子さんに必要なもの

※対象の方には郵送でご案内します。

※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記入  

　しておいでください。

※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に人

　にうつる可能性のある病気にかかったりしたときは、

　事前に電話などでご連絡ください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

●マタニティママ＆パパサロン

　妊娠中のママとパパで集まり、出産、子育てについ

てお話ししたり、学んだりするサロンです。

会　場：子育て支援センターにこぽーと

内容：・ママ＆パパトーク

　　　・マタニティライフの過ごし方 + お産の話

　　　・妊娠中の栄養を学ぼう

　　　・赤ちゃんのお世話を練習しよう！など

申し込み：12月13日（水）まで

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

15日
（金）

午前 10 時～ 11 時 30 分
（受付：午前９時 50 分）

妊婦さんとそのご家族

●子育て支援センター「にこぽーと」あそび広場

利用時間：午前９時30分～午後３時30分

休館日：毎週土曜日

［12月の予定］

期日 時間 イベント

６日 （水） 午前９時45分～11 時 身体測定①

８日 （金） 午前９時45分～11 時 身体測定②

13日（水） 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 たんぽぽの会

22日（金） 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
クリスマスおたのしみ会
（要予約）

25日（月） 午前９時45分～11 時 制作活動

26日（火） 午前11時15分～ 誕生会（誕生児要予約）

問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083
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●窓口業務時間延長（午後７時まで）

毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

　　　
●弁護士相談

日時：６日（水）午後２時10分～４時10分

場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日午後５時までにご予約ください。

問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

●婚活応援室

日時：毎週火曜日　午後１時30分～８時

会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）

問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●農業委員会

総会開催日：25日（月）午後３時～

受付締切日：８日（金）

問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●山形県救急電話相談

小児救急（15歳未満）：

プッシュ回線・携帯電話＃8000 、ダイヤル回線・IP

電話・PHS 023-633-0299

大人の救急（15歳以上）：

プッシュ回線・携帯電話＃8500 、ダイヤル回線・IP

電話・PHS 023-633-0799

日時：毎日午後６時～翌朝８時

 12月 の窓口延長・相談日・開催日

 12月 の健康カレンダー

●同日検診のお知らせ
受付時間は午前７時30分～９時40分です。

※今年度最後の同日検診の機会となります。

期日 対象者 場所

12月９日（土） 今年度健康診断を

受けていない方
健康福祉センター

12月 11日（月）

●注意

①健康保険証を持参してください。

②肝炎ウイルス検診は、40歳以上で今まで受けたこ

　とのない方が対象です。肝炎ウイルス検診受診券　

　( 無料券 ) をお持ちの方は、保険証と一緒に持参し

　てください。

③国民健康保険以外の方で、特定健診を希望される方

　は、受診券と保険証を持参してください。

【問い合わせ】　健康福祉課健康推進係☎86-0210

●心もカラダもリフレッシュしましょう！

『運動で自分磨きプログラム』

内　容 期日と会場

姿勢すっきり！
ピィラティス

11 日（月）午後２時～３時

健康福祉センター

金曜日の
筋活レッスン

１ ・ 15 日（金）午後２時 30 分～３時 30 分
鮎貝地区コミュニティセンター

月イチの
体幹リセット

18 日（月）午後７時 30 分～８時 30 分
健康福祉センター

参加費：無料

定員：各回 25 名

※初めて参加する方は、事前に健康推進係へ申込書の

　提出が必要です。

【問い合わせ】　健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

●乳がん・子宮頸がん検診

期日 対象地区 場所

12 月５日（火）
荒砥 南陽検診センター

12 月７日（木）※

受付時間：午後１時～１時30分

※送迎は12月７日のみです。ご希望の方はお電話で

　お知らせください。

※今年度最後の乳がん・子宮頸がん検診は令和６年1

　月11日（木）を予定しています。

※同日検診、乳がん・子宮頸がん検診のご案内は、検

　診日の約３週間前に郵送します。

※個別検診（町立病院・置賜公立長井病院等）も受け

　られます。ご希望の方はお電話でお知らせください。

●健診結果説明会

　健診結果の見かたや生活習慣病の予防について、

健診結果説明会を開催します。どなたでも、予約な

しで参加できます。

期日 会場

12 月 18 日（月） 健康福祉センター

時間：午前10時～ 11時（受付９時30分～）

持ち物：健診結果の入った封筒一式、健康手帳 (お持

ちの方 )

申し込み：開催期日の1週間前まで 
【問い合わせ】　健康福祉課健康推進係☎ 86-0210

※動きやすい服装でご参加ください。
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表紙の写真

　多くの方に来場いただいた白鷹町産業

フェア 2023。イベントならではの体験に、

ワクワクしながら大興奮の子どもたち。笑

顔がはじけていました。

▼10月から11月にかけ、町内ではイベントが盛りだく

さんでした。まちのニュース内でもお知らせした、産業

フェアには多くの方が来場し、活力ある白鷹を感じたの

ではないでしょうか。同時開催の白鷹獅子の祭典では、

勇壮で迫力ある獅子舞を披露していただきました。ふと

横に目を向けると、太鼓や笛に合わせ足踏みをする子ど

もたち。カッコいいヒーローを見るような眼差しで釘付

けになっている姿が印象的でした。

　気温もすっかりと下がり、木々の色付いた葉も落ちは

じめ、季節の冬支度が進んでいます。今年も残すところ

１カ月あまり。皆さんも寒さ対策を忘れずに、冬支度を

済ませましょう。（こだま）

編 集 後 記

Editorial Note

戸籍の窓 10月１日～ 31日申出／戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●ご結婚おめでとう

　 宮部　壮司　中山

　 内田真理子　山形市
♥♥

土屋　美恵（95）箕和田

海老名　勝（86）荒砥乙

金田はる子（80）高玉

弦木　弘行（62） 荒砥甲

松山　浪江（96）荒砥乙

鈴木　みつ（94）浅立

　口　二男（95）深山

原田　榮司（94）箕和田

●おくやみ●こんにちは赤ちゃん

小関　風
ふ う り

璃
啓祐

菖蒲
夏生

伊藤　聖
せ な

南
綾祐

鮎貝
なつ美

（　　　）

（　　　）

●まちの人口

　（令和５年 10 月 31 日現在／ （　） は前月比）

 ・ 人口　12,538 人 （▲ 18）

　    　　 　　男性　6,206 人 （▲７）

 　  　　　　　女性　6,332 人 （▲ 11）

 ・ 世帯数　4,699 戸 （▲３）

※住民基本台帳に基づく人口です。

菅間　房枝（68）畔藤

海老名千代子（92）十王

金田はま子（84）高玉

那須　堅一（86）畔藤

小口　二男（74）箕和田

新野千佐代（91）広野

鈴木　かね（96）浅立

－お詫びと訂正－

　本紙の 10 月号 26 頁の「情報アラカルト」内の「令

和５年度白鷹町バドミントン大会」で以下のとおり誤り

がありました。

　お詫びして訂正いたします。

　　（誤）　●参加料　中高生　二種目　1000 円

　　（正）　●参加料　中高生　二種目　1400 円
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農業農業を通じを通じ地域地域を盛り上げていきます！を盛り上げていきます！

日時 ：令和６年１月 24日 (水 )　

　　　午後４時～午後５時 30分

場所：白鷹町中央公民館（予定）　

対象者：15歳以上 45歳位までの町民の方

申込方法：①氏名②年齢③住所④電話番号⑤勤務先・学校名を

　　　　　電話、FAX、メールでご応募ください。

申込先：白鷹町役場企画政策課情報係　　電話：85-6121 　　FAX ： 85-2128

Ｅメール：kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp

※託児もできます。事前に申込が必要です。

申込締切：12月６日　※申込多数の際は、参加を調整させていただく場合があります。

参加者を募集します！

知事と若者の地域創生　　　知事と若者の地域創生　　　
　　　　　　 　　　　　　 ミーティングミーティング in 白鷹in 白鷹

　吉村知事と車座になって、地域の元気創出策などについて意見交換

しませんか。ぜひご参加ください。
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